
＃２６５「努力の人 」 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１７回です。 

 

合格体験記の中で、Ｓさんは良きライバルであり、良き戦友でもあった

双子のＫさんについても深い想いを述べています。 

『Ｋちゃんは双子ということからずっと一緒に TOP にいた。Ｋちゃんが

一番長く一緒にいる。ＫちゃんはＲとは逆で国語がとにかくすごい。Ｋ

ちゃんが授業でうちたてたものをそう簡単にやぶることはできない。そ

のＫちゃんもはじめは国語も得意ではなかった。4T のころの順位をみて

みると上位にはいたけど、6T のころほどではなかったと思う。Ｋちゃん

も努力したのだ。努力していない人ならば、ここまでの記録はだせない。

やっぱり TOP 生は努力の人だな、ということを改めて実感した。一方、

算数は国語のようにいかず苦戦していた。6 年の夏講には自分でも長す

ぎると言っていたけれど、長いスランプに苦しんでいた。思うように得

点がでなかった。極端なスランプのようなことはなかったけれど、Ｋち

ゃんは自分で「雙葉で変われた」といっていた。つまりさいごのさいご



一番の大舞台で力をはじめてだしきり自分に克てたということだ。この

メンタルの強さはすごいと思う。苦手な科目をさいご克服できる受験生

はほとんどいない。悔しさをバネにして、ここまで点がとれるように自

分をととのえていったのはこれまでのＫちゃんの深い歴史のすべてだっ

たと思う。』 

 

横のたすき、戦友の存在のやありがたさについて語っていたのはＫさん

も同じでした。続けて合格体験記から引用します。 

『私は 3T で TOP に入ってから、目立ったさぼりや、ずるいことはして

いないと自分でも思うし、それは本当にすごいことだと思う。しかし、

これができた原動力は、悔しさもあるがやはり戦友の存在だと思う。特

に、一番近くで、一番長く見てきたＳちゃんは自分の大きな刺激となっ

た。Ｓちゃんも、勉強から逃げるようなことはしていなくて、いつもク

ラスの中で一番やっていた。Ｓちゃんの背中を見ていると、自分もこれ

をやりたいと思うようになり、アクセルを踏み続けられた。このような

自分の努力ので、歴史がなければ合格メダルは重くなっていなかったと

思うし、天には届かなかったと思う。』 

 



また、Ｋさんは、Ｒさんについても彼女から学んだ大切な想いについて

記していました。 

『しかし、そんな自分とは対照的に、特にＲは桜蔭に行きたいという強

い心持ちが自分にも伝わってきた。Ｒは桜蔭を勧められても、それまで

は乗り気でなかった。しかし、大井先生に桜蔭の国語を解いてみないか

と言われ、一度やってみて、桜蔭を受けることを決心した。私はその時

のＲの答案にも、決心にも心を打たれた。そして、Ｒと自分の第一志望、

天への思いが全くちがうということに気づかされた。私が雙葉に絶対合

格したい、絶対行きたいという思いを一番強く持っていたのは本当に直

前だったと思う。その時は自分でも私は雙葉生になりたいんだというこ

とを確信していた。また、その想いが２月の自分の合格の原動力に絶対

になったと思う。』 

（原文のまま） 

 

（第１８回につづく） 

 

２０２３年１０月１５日 

大井 雄之 


